
○
東
消
防
署
庁
舎
の
整
備�

�

（
６
億
８
９
６
万
円
）�

�

旧
４
町
村
の
消
防
事
務
が
市

消
防
本
部
に
一
元
化
さ
れ
た
こ

と
で
、
管
轄
エ
リ
ア
の
拡
大
や

救
急
需
要
の
増
大
等
に
対
応
す

る
た
め
「
消
防
組
織
機
構
再
編

計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基

づ
き
平
成
１７
年
度
に
、
東
消
防

署
を
高
松
町
に
移
転
整
備
す
る

も
の
で
す
。�

○
交
通
機
関
（
市
電
・
函
バ
ス
）

　
乗
車
料
金
の
助
成�

　
（
４
億
６
８
７
３
万
１
千
円
）�

　
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
（
精�

神
障
害
者
も
含
む
）、
知
的
障

害
者
等
に
対
し
、
旧
市
域
内
で

乗
降
す
る
市
電
、
函
館
バ
ス
の

乗
車
料
金
の
無
料
ま
た
は
半
額

利
用
証
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。�

��

質
疑
　
今
後
の
旧
４
町
村
地
域

に
対
す
る
交
通
料
金
助
成
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。�

答
弁
　
交
通
機
関
乗
車
料
金
助

成
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の
制

度
内
容
が
旧
５
市
町
村
で
異
な

る
こ
と
か
ら
、「
当
分
の
間
、
現

行
の
区
域
で
継
続
す
る
も
の
」�

と
、
合
併
協
議
会
に
お
い
て
整

理
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、

旧
函
館
市
地
区
の
み
で
実
施
さ

れ
、
旧
４
町
村
に
は
適
用
さ
れ

て
い
な
い
。�

�

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
等
の
生
活
行
動
範
囲
の
拡

大
と
、
社
会
参
加
の
積
極
的
な

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
重
要
な
福
祉
施
策
の
一
つ
で

あ
り
、
高
齢
化
等
に
よ
る
制
度

対
象
者
の
増
大
や
、
旧
４
町
村

地
域
で
の
実
態
が
把
握
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
財
源
等
の
課
題

も
含
め
た
制
度
の
安
定
的
運
営�

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い�

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

�

今
後
、
制
度
の
見
直
し
を
行

い
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
旧
４

町
村
へ
の
適
用
拡
大
を
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
。�

○
市
営
住
宅
（
小
安
西
団
地 

　
10
号
棟
）
の
整
備�

�

（
７
７
７
５
万
４
千
円
）�

�

平
成
１７
年
度
中
に
、
小
安
町

に
新
た
に
平
屋
建
市
営
住
宅
１

棟
（
４
戸
）
を
建
設
す
る
も
の

で
す
。�

�

旧�
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市
長
が
所
信
を
表
明
し
た
平

成
１７
年
度
市
政
執
行
方
針
に
基

づ
き
編
成
さ
れ
て
お
り
、
各
会

計
の
予
算
額
お
よ
び
主
な
事
業

は
掲
載
の
と
お
り
で
す
。�

　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
は
予
算
額
）�

○
若
年
者
就
職
サ
ポ
ー
ト
対
策

　
（
２
０
０
万
円
）�

　
高
校
生
以
外
の
３０
歳
未
満
の

フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
等
の
職

に
つ
い
て
い
な
い
若
年
者
を
対

象
に
、
就
職
に
対
す
る
意
識
啓

発
と
就
職
促
進
の
た
め
の
総
合

的
な
サ
ポ
ー
ト
対
策
と
し
て
、

雇
用
情
勢
と
求
職
活
動
の
仕
方

等
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業
や

就
職
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
も
の
で
す
。�

�������������

○
海
の
生
態
科
学
館
の
整
備
推

　
進
（
９
８
０
万
円
）�

�

基
本
構
想
に
基
づ
く
事
業
実

施
に
あ
た
り
、
魚
類
な
ど
の
飼

育
に
関
す
る
知
識
を
活
か
し
た

施
設
づ
く
り
が
必
要
な
た
め
、

関
連
施
設
の
運
営
や
飼
育
、
建

設
に
関
す
る
専
門
家
等
で
構
成

す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
グ
ル
ー
プ

を
設
置
し
、
助
言
・
指
導
を
受

け
な
が
ら
基
本
計
画
の
策
定
を

進
め
る
ほ
か
、
市
民
を
対
象
に

公
開
講
座
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。�

��

質
疑
　
海
の
生
態
科
学
館
の
建

設
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。�

答
弁
　
海
の
生
態
科
学
館
に
つ

い
て
は
、
基
本
構
想
策
定
委
員

会
で
行
っ
て
き
た
、
事
業
の
必

要
性
、
事
業
内
容
や
手
法
等
の

各
種
議
論
を
踏
ま
え
、
現
在
、

基
本
構
想
案
を
と
り
ま
と
め
て

お
り
、
構
想
案
を
所
管
委
員
会

に
提
示
し
た
う
え
で
、
市
民
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
議
会

や
市
民
の
意
見
を
伺
い
、
成
案

と
し
た
い
。�

�

ま
た
、
平
成
１７
年
度
に
は
専

門
家
等
に
よ
る
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
専
門
的
見
地
か
ら
施
設

の
概
要
を
定
め
る
ほ
か
、
水
槽

別
の
導
入
予
定
生
物
や
取
水
方

法
な
ど
、
管
理
・
運
営
面
か
ら

の
具
体
的
な
検
討
を
行
い
基
本

計
画
を
策
定
し
た
い
。�

�
 

ま
た
、
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

合
併
特
例
債
の
活
用
が
財
政
的

に
有
利
で
あ
り
、
基
本
構
想
が

ま
と
ま
り
次
第
、
対
象
と
な
る

よ
う
、
道
や
国
と
協
議
し
て
い

く
ほ
か
、
実
際
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
、
学
術
研
究
機

関
、
漁
業
協
同
組
合
な
ど
の
協

力
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
連
携

を
深
め
て
い
き
た
い
。�

○
水
産
振
興
計
画
の
策
定�

�

（
１
２
０
０
万
円
）�

�

近
年
、
水
産
資
源
水
準
の
低

下
、
漁
業
就
業
者
の
減
少
等
に

よ
り
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
合
併
に
よ
り
全
国
で
も
屈

指
の
水
産
都
市
と
な
っ
た
当
市

の
水
産
振
興
施
策
の
指
針
と
な

る
、（
仮
称
）
函
館
市
水
産
振
興

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。�

��

質
疑
　
今
後
の
、
当
市
に
お
け

る
漁
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。�

答
弁
　
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
漁
業
生
産
の
減
少
や
漁
協

経
営
の
悪
化
等
で
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
が
、
漁
業
を
魅
力

あ
る
産
業
と
す
る
た
め
、
漁
業

者
、
漁
協
の
主
体
性
を
尊
重
し

つ
つ
、
産
学
官
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
認
識
し
た
連
帯
の
強
化
、

行
政
と
漁
協
の
一
体
感
の
醸
成

な
ど
に
よ
る
、
地
域
一
丸
と
な

っ
た
漁
業
振
興
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
、
新
年
度

か
ら
漁
業
後
継
者
育
成
に
寄
与

す
る
た
め
、
漁
協
等
に
よ
る
国

内
の
各
種
研
究
機
関
な
ど
へ
の

派
遣
研
修
に
対
す
る
補
助
事
業

と
し
て
、「
漁
業
地
域
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
事
業
」
を
創
設
し
、

将
来
を
担
う
漁
業
後
継
者
や
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い

き
た
い
。�

�������������

○
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
推
進�

�

（
１
３
８
０
万
円
）�

�

コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
の
開
発

を
促
進
す
る
た
め
、
㈱
函
館
国

際
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、

営
業
セ
ー
ル
ス
や
各
種
セ
ミ
ナ

ー
、
懇
談
会
の
開
催
等
ポ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
業
務
の
委
託
料
を
支

払
う
も
の
で
す
。�
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提
出
さ
れ
た
議
案
は
、�

本
会
議
や
委
員
会
で
審
査�

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
可
決
し
た
主
な
議
案
の�

要
旨
と
、
そ
れ
ら
に
対
す�

る
質
疑
を
掲
載
し
て
お
り�

ま
す
。�

第1回 定例会では�

 議 案審査�
こんなことを決めました�

予
　
　
算�

の
生
態
科
学
館�

建
設
の
進
捗
状
況�

海�

業
振
興
策
に
お
け
る�

今
後
の
取
り
組
み�

漁�

ポリテクセンターでの研修風景ポリテクセンターでの研修風景�ポリテクセンターでの研修風景�

イカの水揚水揚げ�イカの水揚げ�


